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　　　　　　　　　����

　村民、各種団体、事業者、警察、村が主体的

に進めている安全・安心まちづくりの取組を尊

重しつつ、犯罪防止のため相互の連携を深め、

より効果的、総合的な活動に発展させる。

　　　　　　　　　���������

　犯罪の発生を未然に防ぐために、学校、公共

施設、公園や道路などの構造・設備等の点検を

行い安全の確保を図るとともに、防犯設備の改

善に向けた防犯情報の提供を行い、防犯性の高

い建物の普及を促進し、犯罪に強い宇検村の環

境を整備する。

　�　住宅対策

　�　事業・商業施設等の防犯対策

　�　道路・公園等の安全対策

　�　公共施設の安全点検

　　　　　　　　　���������

　犯罪を防ぐには、一人ひとりの防犯意識の向

上と地域あげての取組が不可欠である。また、

コミニュテー活動を生かした運動の展開により

防犯に対する地域力の向上を図る。

　�　防犯意識の向上

　�　コミニュテー活動の推進

　�　青少年を取り巻く環境づくり

　�　学校等における安全対策

　�　防犯パトロールの強化

　�　防犯情報の提供

　�　ＮＰＯ団体と協働して防犯活動を展開

※（紙面の都合上原文より一部抜粋して掲載してあります。詳細につきましては、村

ホームページか総務課へお問い合わせください。）
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平成１９年５月２０日　宇検村総合体育館にて
７チーム出場
　　優勝　崎原チーム　２位　名柄チーム
　　３位　石良チーム、田検チーム

���������	
�
平成１９年６月３日　宇検村総合体育館にて
１０チーム出場
　　優勝　芦検チーム　２位　湯湾壮年チーム
　　３位　田検チーム、湯湾若葉チーム
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平成１９年５月２０日　宇検村陸上競技場にて
　男子の部優勝者
　　５９才以下　松下秀夫、６０～６９才　大谷興治、
　　７０才以上　登　清巳
　女子の部優勝者
　　５９才以下　石原千鶴子、６０～６９才　時元清
子、７０才以上　柳原テルエ

���������	
平成１９年６月３日　宇検村ゲートボール場にて
５チーム出場
　　優勝　芦検チーム　２位　部連チーム
　　３位　平田チーム、名柄チーム
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　６月１０日に、奄美市名瀬の奄美文化センターでＮＨＫのど自慢が行われました。

　熱いステージを展開する出場者へ、１３００人が詰

めかけた会場からは大きな声援が送られました。

　予選を突破した２０組が出場し、宇検村平田出身

の新元　そらさんが、元　ちとせさんの「コトノ

ハ」を熱唱し、見事チャンピオンに輝きました。

　新元さんは「私の出身の平田は、大きなポス

ターになっている。阿室は貝がいっぱい採れ、屋

鈍は海が綺麗で熱帯魚がたくさんいます。」と宇

検村を全国へＰＲしてくれました。

　新元　そらさん、感動をありがとう！

　５月号のお知らせで紹介しました「メタボ退治

教室」の取材へ行ってきました。

　第１回目の教室は、４月１０日に村総合体育館で

行われ、１８名の方々が参加し、身体測定と血圧測

定の後、健康運動指導士（栄　大作先生）による

ストレッチ体操や筋力アップ体操を真剣に取り組

んでいました。

　教室へ参加した宇検集落の前田　弘明さんは、「体に気を遣うきっ

かけになった。習慣にすることが大切な

ので、毎月しっかりと参加したい。」と

話してくれました。

　教室は毎月１回開かれます。次の教室

までの間に、取り組みの様子を確認する

ため、役場の担当者が参加者を訪問する

など本格的なメタボ退治を行っています。

　

２
月
８
日
、
日
本
消
防
協

会
か
ら
宇
検
村
消
防
団
へ

「 
竿
頭
綬 
」
が
授
与
さ
れ
ま

か
ん
と
う
じ
ゅ

し
た
。

　

こ
れ
は
日
頃
の
災
害
防
除

と
消
防
力
の
強
化
が
特
に
優

秀
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
消

防
団
に
送
ら
れ
る
も
の
で
、

昨
年
３
月
の
消
防
長
官
表
彰

に
引
き
続
い
て
の
受
賞
で
す
。

　

表
彰
を
受
け
た
保
池
久
団

長
は
、
４
月　

日
に
村
長
室

２３

を
訪
ね
國
馬
村
長
に
授
与
の

報
告
を
行
い
ま
し
た
。
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　６月１日、初夏の風が吹き抜ける中、村陸上競技場では中学生の

陸上記録会があり、各学校から集まった４７名の選手は、トラックと

フィールドの全２１種目を競技し、日頃の練習の成果を発揮しました。

　男子は、２年１００メートルと１５００メートルで福永　顕志くん（田

検中）、３年１５００メートルと走り高跳びで河内　伸介くん（田検

中）がそれぞれ個人２種目で優勝しました。

　女子は、福島　美穂さん（田検中）が１００メートルと８００メートル

の個人２種目で優勝しました。

　また、１年女子８００メートルで、田検中学校の川畑　祐美子さんが平成１３年に田検中の玉利選

手が出した記録を１４秒ほど短縮し、大会新記録を樹立しました。

　���　１年女子８００メートル　２分４９秒７７　川畑　祐美子（田検中）

　

６
月
に
株
式
会
社
ぐ
り
む

食
品
研
究
所
（
代
表
取
締
役

田
島
久
和
）
よ
り
宇
検
村
社

会
福
祉
協
議
会
へ
、「
奄
美

カ
レ
ー
」
三
百
個
と　

万
円

１０

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
奄
美
カ
レ
ー
」
の
販
売

が
開
始
さ
れ
た
際
に
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
協
賛
を
し
た

こ
と
が
縁
で
、
今
回
、
お
礼

の
意
味
を
込
め
て
、
商
品
の

「
奄
美
カ
レ
ー
」
と
収
益
の

一
部
を
協
賛
金
と
し
て
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
奄
美
カ
レ
ー
」
三
百
個

に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
福
祉

施
設
や
各
学
校
及
び
、
村
青

年
団
連
絡
協
議
会
な
ど
へ
配

布
を
行
い
ま
す
。

　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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６
月
１
日
、
事
務
連
絡
員

と
し
て
長
年
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
宇
検
集
落
の
津
田　

文

治
さ
ん
、
須
古
集
落
の
保
岡

　

辰
男
さ
ん
、
屋
鈍
集
落
の

崎　

晃
夫
さ
ん
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

崎
さ
ん
は　

年
間
、
津
田

１２

さ
ん
と
保
岡
さ
ん
は
６
年
間
、

集
落
の
皆
さ
ん
と
役
場
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
長
い
間
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　

後
任
に
は
、
宇
検
集
落
は

福
山　

哉
夫
さ
ん
、
須
古
集

落
は
辰
島　

雅
之
さ
ん
、
屋

鈍
集
落
は
東　

勲
さ
ん
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
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　今年も『サマージャンボ宝くじ（市町村振興宝くじ）』が全国の宝

くじ売り場で発売されます。

　この宝くじの収益金は、市町村が行う公共事業などの資金として、

明るく住みよいまちづくりに使われます。

��������	
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　県では、今後の奄美群島の振興開発の方向等を明らかにするため、奄美群島振興開発総合調

査を実施しています。

　調査にあたっては、より多くの皆様のご意見をお伺いしながら進めてまいりたいと考えてお

ります。

　テーマは、

　　１　奄美群島の魅力

　　２　奄美群島の将来なってほしい姿

　　３　奄美群島の振興・発展のために必要なこと

　などのほか、どのようなことでも結構です。皆様の自由な御意見をお寄せください。

�������

　　はがき、封書、ＦＡＸ、県ホームページの電子メールなど

�������

　　平成１９年７月３１日（火）必着

��� � ��

　　お寄せいただいた御意見については、ホームページ等で紹介する場合があります。

　　匿名を御希望の方は、その旨をお書き添えくださるようお願いします。
　

��������	
�

　鹿児島県企画部離島振興課

　〒８９０－８５７７　鹿児島市鴨池新町１０番１号

　ＴＥＬ　０９９－２８６－２４５０（直通）　　　ＦＡＸ　０９９－２８６－５５３１

　県ホームページ　http://www.pref.kagoshima.jp

�������

　　１　　等　���

　　前後賞各　�������

　　組違い賞　����

　　２　　等　���

　　３　　等　�������

　　４　　等　����

　　５　　等　���　　　など

�������

　　７月１９日（木）～８月７日（火）

�������

　　８月１６日（木）

��������

　　８月２１日（火）
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　高齢者の生活を総合的に支えていくための「地域包括支援センター」へ直通の電話が設置さ

れました。

　ケアマネージャー、保健師などが中心となって専門知識を活かし、介護予防ケアマネージメ

ントをはじめ総合的な相談や権利擁護などさまざまな支援を行います。

　高齢者の皆さんが住み慣れた地域で生活を続けていけるよう、「地域包括支援センター」を

ご利用下さい。
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『農薬容器の搬入について』

　　平成１９年４月３０日（月）、内容物の入った農薬（デルドリン）が搬入されており、

作業員が手選別作業中に頭痛を訴えるなどの事故が発生しております。

　　事故防止のため、当センターでは農薬の搬出方法について定めていますのでご理

解・ご協力をお願い致します。

　①　農家（事業者）から多量に排出されるものは特別管理産業廃棄物で名瀬クリー

ンセンターへは搬入できません。ＪＡあまみへご相談ください。

　②　家庭から少量に排出されるものは搬入できます。その際は，必ず残留物が無い

ことを確認して容器の種類によって可燃ごみ、不燃ごみに分けて出してください。

　③　農薬の残留物が残っている場合は、新聞紙や布などに染みこませ、染みこませ

た新聞紙や布は可燃ごみとして出してください。

�����������	

　　　　名瀬クリーンセンター

　　　　ＴＥＬ　０９９７－５３－２９６９
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●この度の年金記録をめぐる問題については、大変ご心配をおかけしておりますことを、

心よりお詫び申し上げます。

●基礎年金番号にまだ統合されていない年金記録も、大切に保管しています。

　◇平成９年の基礎年金番号の導入以前には、転職や転居等により、お１人が複数の年金

番号を持つ場合も生じていましたが、１人１番号の基礎年金番号を用いて、年金記録

の確認を簡易・迅速に行えるようにしました。

　◇これまで、記録を結びつけるための紹介を全被保険者に行い、また、年金の請求時に

もご本人に確認してきましたが、まだ約５０００万件（平成１８年６月）の記録が、基礎年

金番号に結びつけられていません。この未統合の記録は大切に保管されていますが、

そのままでは年金支給に結びつかなくなるおそれがあります。

●年金記録問題への新対応策を進めます。

　◇被保険者・年金受給者の皆様には、基礎年金番号に結びつけられている加入履歴を、

順次送付します。ご疑問があれば、お問い合わせください。

　◇５０００万件の記録を、被保険者・年金受給者の記録と、突き合わせ、未統合の記録があ

る可能性のある方には、お知らせします。

　◇社会保険庁や市町村に記録がない場合には、領収書等の証拠がなくても、銀行通帳の

出金記録、元雇用主の証言などを根拠として、第三者委員会で判断してもらう仕組み

を作ります。

　◇５年の時効を超えた場合でも、全額お支払いできるようにする特別立法が国会に提出

されています。

���������	
�������������

　◇社会保険事務所の専用窓口にお問い合わせ下さい。

　◇お電話でのお問い合わせは、「ねんきんダイヤル」まで

　　　０５７０－０５－１１６５

　　　（６月２５日からはフリーダイヤル０１２０－６５７８３０）

　◇インターネットのＩＤ・パスワード方式による年金加入履歴の取得をご利用下さい

　　（http：//www．sia．go．jp）
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　食中毒に注意しなければならない季節になりました。高温多湿となるこの季節を、毎日健康で安

全に過ごすためのポイントをご紹介します。

　　������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																
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　細菌性の食中毒が多発する時期です。食中毒は、ちょっとした油断や不注意で起こり得るもので、

飲食店に限らず家庭で発生する場合もあります。

　それを防ぐためにも、食中毒予防の三原則を守りましょう。

　食中毒菌はどこにいるか分かりません。少量の菌量でも食中毒を発症する菌もあります。

　●手洗いは食中毒予防の基本です。殺菌剤入り石鹸でしっかり手洗いをして、菌を手に付けない

ようにしましょう。

　食中毒菌は体温と同じ３７℃前後で最も増えていきます。

　●作った料理は早めに食べましょう。作った食材を食台などに放置すると細菌が繁殖し大変危険

です。

　●催事の際は弁当等の残りは持ち帰らないようにしましょう。また、主催者は弁当等の残りを持

ち帰らないよ説明してください。

　ほとんどの食中毒菌は熱に弱いので、加熱することで死滅します。

　●食品の中心温度を７５℃、１分間以上加熱するようにしましょう。

　●こまめに調理器具も、洗浄・殺菌しましょう。
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　������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������　手を洗うタイミング

　★調理前　★下ごしらえ前　★食事をする前

　★生肉・生魚・生野菜をさわった時

　������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������　食材の保管

　★食材は直ちに冷蔵庫に保管しましょう。　

　★冷蔵庫の詰めすぎに注意しましょう。７割程度が目安です。

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																��������	

【お問い合わせ先】

　名瀬保健所　衛生・環境課

　ＴＥＬ０９９７－５２－５４１１

　宇検村役場　保健福祉課　

　ＴＥＬ０９９７－６７－２２１１
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●台風が近づくと、気象台発表の台風情報がテ
レビ・ラジオで伝えられる。情報を受けたら、
再び家の周りの安全を確かめる。
　さらに、被害の出る恐れがあるときは、注意
報、警報や記録的な短時間大雨情報などが発
表されるので、テレビやラジオに気をつける。
●雨で増水した小川や側溝は境界が見えにくい。
　また、冠水した道路上では浮き上がったマン
ホールも見えにくい。大雨のときは、小川や
マンホールに転落す
る事故が多い。さら
に、山崩れ・がけ崩
れも起こりやすくな
る。このような危険
な場所には近づかな
い。

��������

●防災機関などから避難の勧告や指示があった
ら、すぐ従えるように準備し、すばやく避難
する。
　「むだ足覚悟で早めの避難」を心掛けたい。
●避難の前に、必ず火の始末をする。
●避難の際は持ち物は最小限にして背中に背負
うなどして、両手は自由に使えるようにして
おく。
●頭はヘルメットや安全帽で保護する。
●避難先では、勝手な
判断や行動をせず、
指導者の指示に従う。
また、引き続き台風
情報や注意報・警報
に注意する。

��������

【家の外の備え】
●窓や雨戸はしっかりカギをかけ、必要なら外から板を打ち付け補強する。

●庭木に支柱をたてたり、塀を補強したりする。

●風でとばされそうな物、たとえばゴミ箱や小石などは飛ばされないよう

に固定しておく。

【家の中の備え】
●雨戸をおろしたり、割れたときのガラスの飛散を防ぐためにガラス窓にテープを貼ったりする。

●次のような非常用品をまとめて、持ち出し袋などに入れておく。

　懐中電灯・ローソク・マッチ・携帯ラジオ・予備の乾電池・救急薬品・

衣料・貴重品・非常用食料・携帯ボンベ式コンロなど

●断水に備えて飲料水を確保する。浴槽に水を張るなどしてトイレなどの

生活用水を確保する。水や食料品の備えは十分に。

●学校や公民館など、避難場所として指定されている場所への避難経路を

確認する。

　新たに墓地・納骨堂を設置するときには、自己所有地でも許可が必要です。

隣接地の土地所有者や集合施設（学校・公民館など）の所有者から同意を得る必要が

あります。詳しくは、宇検村役場住民課へお問い合わせください。

　　　　お問い合わせ先…宇検村役場　住民課　ＴＥＬ６７－２２１１

��������	
����������
��������	
����������
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　資源保護のため、平田・阿室・屋鈍の一部区域にて下記のとおり禁漁としますので、ご理解とご

協力をよろしくお願いします。

　禁漁期間　平成１９年４月１日から

　　　　　　平成２１年３月３１日までの２年間

　禁漁場所　右図の　　　　区域は、

　　　　　「タエン浜西側堤防付近～平田ミャン崎付近」

　　　　　　右図の　　　　区域は、

　　　　　「阿室トベラ岩付近～屋鈍海岸駐車場付近」

　禁漁魚種　サザエ・やこう貝・まがき貝（テラダ）

　　　　　　ウニ・しゃこ貝・タコ・トコブシ・イセエビ

　対　象　者　漁業組合員及び一般遊漁者
　

　　　※詳しくは、宇検村漁業協同組合

　　　　ＴＥＬ０９９７－６７－２０４５

　　　　　　へお問い合わせください。

���������	
��������������������	
�����������

　瀬戸内町曽津高埼灯台周辺において野生化したヤギが増加し、植物を食害することに

より土砂が流失し灯台施設の一部が崩落しています。

　奄美では、ヤギを食する文化があり、島民はこれまで大事に飼ってきました。

　ところが一部の区域でヤギが山林に放置されており、今後、農林作物への被害や自然

生態系への影響が懸念されています。

　つきましては、ヤギを放置している場合

は早急に回収し、首輪をつけるか柵等で囲

み適正に管理していただくとともに再放置

しないようお願いします。

　　【お問い合わせ先】

　　　宇検村役場　経済課

　　　ＴＥＬ０９９７－６７－２２１１

��������	
������������	
����

　宇検村に囲碁クラブが結成されます。

　囲碁の腕前に自信のある方、囲碁に興味があり習いたい方など、たくさんの方々の

参加を待っています。

　宇検村のゆったりとした時間の中で、一緒に囲碁を楽しみましょう。

　　お問い合わせ先…宇検村湯湾　重枝　和洋　ＴＥＬ６７－２２４４

��������	��������	
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　本村では、民間事業所のＰＲ並びに企業活動報告の場として、村が発行する「広報うけん」

に有料掲載の要綱を策定しました。事業者の皆様、ご活用下さい。

お問い合わせ先
宇検村役場　企画課
�６７－２２１１

掲　載　料掲載回数スペース規　格

　４，０００円１回縦６�×横９�モノクロ

　７，０００円１回縦６�×横１８�モノクロ

　６，０００円１回縦６�×横９�カラー

１０，０００円１回縦６�×横１８�カラー
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平
成
十
四
年
四
月
十
年
来
の
希

望
が
叶
い
宇
検
村
立
名
柄
小
学
校

に
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
六
年
目
の
春
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

当
時
四
年
生
だ
っ
た
長
男
が
名

柄
中
学
校
の
三
年
生
・
三
才
だ
っ

た
次
女
も
阿
室
保
育
所
で
の
生
活

を
経
て
名
柄
小
学
校
三
年
生
と
な

り
ま
し
た
。
現
在
親
子
共
々
名
柄

小
中
学
校
に
五
人
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
任
校
で
は
、
経
験
で
き
な

か
っ
た
自
然
の
中
で
の
教
育
と
伝

統
を
地
域
の
人
々
の
協
力
と
努
力

で
守
り
育
ん
で
い
る
魅
力
に
惹
か

れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
四
月
に
実
施
し
て
い
ま
す

「
浜
下
り
」
は
、
最
初
は
小
学
生

の
行
事
で
し
た
が
四
年
前
か
ら
中

学
生
も
一
緒
に
行
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
最
初
の
年
は
テ
ェ
ラ
ダ

を
見
分
け
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

全
身
が
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
、
テ
ェ

ラ
ダ
を
見
つ
け
た
と
き
の
喜
び
は

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
寒
さ

に
震
え
な
が
ら
時
間
の
許
す
ま
で

大
人
も
子
ど
も
も
一
心
不
乱
に
取

り
続
け
ま
す
。
毎
年
、
予
想
も
し

な
い
「
イ
カ
」「
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ

ゴ
」「
か
め
」
な
ど
の
収
穫
が
あ

る
の
が
、
さ
ら
な
る
楽
し
み
で
す
。

　

春
の
遠
足
で
は
、
タ
エ
ン
浜
ま

で
の
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
Ｉ
・

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
方
や
今
活
躍

Ｕ
タ
ー
ン
の
方
や
今
活
躍

し
て
い
る
方
に
、
ご
紹
介

し
て
い
る
方
に
、
ご
紹
介

兼
ね
な
が
ら
宇
検
村
の
良

兼
ね
な
が
ら
宇
検
村
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

場
所
で
す

場
所
で
す
。 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
方
や
今
活
躍

し
て
い
る
方
に
、
ご
紹
介

兼
ね
な
が
ら
宇
検
村
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

場
所
で
す
。 

��������	
��

を
一
年
生
も
歩
き
通
し
ま
す
。
ル

リ
カ
ケ
ス
を
見
か
け
た
り
、
ア
カ

シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
鳴
き
声
を
聞
い
た

り
、
ユ
リ
や
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
花

を
眺
め
て
い
る
と
あ
っ
と
い
う
間

に
到
着
し
ま
す
。
全
員
で
作
っ
た

カ
レ
ー
を
食
べ
る
と
き
と
枝
手
久

島
を
バ
ッ
ク
に
し
た
景
色
が
疲
れ

を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

地
域
の
行
事
に
も
、
家
族
六
人

毎
年
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
の
入
学
・
卒
業
祝

賀
会
・
運
動
会
に
は
、
多
く
の
人

が
率
先
し
参
加
し
て
く
だ
り
場
を

盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
他

に
も
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
集
落
全

員
の
協
力
で
続
け
て
い
る
名
柄
・

佐
念
集
落
の
パ
ワ
ー
を
日
々
頂
い

て
生
活
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
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（
五
月
末
日
現
在
）

■
誕
生
お
め
で
と
う

Ｈ　

・
３
・　

生

１９

１４

　
　
　
　
　
　
　

父　

正　

吾

江
上　
　
 
翼 　

田
検

つ
ば
さ

（男）

　
　
　
　
　
　
　

母　

美　

加

Ｈ　

・
３
・　

生

１９

３０

　
　
　
　
　
　
　

父　

宏　

樹

富
山　
 
愛  
琉 　

田
検

あ
い 
る

（女）

　
　
　
　
　
　
　

母　

沙　

苗

Ｈ　

・
５
・
５
生

１９

　
　
　
　
　
　
　

父　

信　

弥

大
平　
 
美  
音 　

名
柄

み 
お
ん

（女）

　
　
　
　
　
　
　

母　

綾　

子

Ｈ　

・
５
・　

生

１９

１７

　
　
　
　
　
　
　

父　

賢　

一

末
弘　
 
大  
夢 　

湯
湾

だ
い 
む

（男）

　
　
　
　
　
　
　

母　

ひ
と
み

Ｈ　

・
５
・　

生

１９

２９

　
　
　
　
　
　
　

父　
　

光

時
田　
 
寧  
 々　

湯
湾

ね 

ね

（女）

　
　
　
　
　
　
　

母　

三　

紀

■
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　

中
村　

克
法
（
田　

検
）

　
　

森　
　

伸
子
（
奄
美
市
）

　
　

茂
野　

潤　

（
湯　

湾
）

　
　

横
溝　

愛
幸
（
湯　

湾
）

石
原　

廣
仁　

千
葉
県　

湯
湾

徳
永
永
一
郎　

埼
玉
県　

芦
検

徳
富　

敏
弘　

芦　

検　

芦
検

前
田　

和
冶　

山
梨
県　

芦
検

浜
田　

光
子　

鹿
児
島
県　

湯
湾

渡　

正
一
郎　

神
奈
川
県　

湯
湾

津
田　
　

尹　

埼
玉
県　

宇
検

■
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

元
田
ミ
カ
エ
（　

歳
）
湯　

湾

９２

盛　
　

茂
治
（　

歳
）
佐　

念

９２

本
田　

長
吉
（　

歳
）
名　

柄

８７

盛　

タ
ダ
コ
（　

歳
）
佐　

念

８５

玉
利　

イ
サ
（　

歳
）
芦　

検

９４

森　
　

数
樹
（　

歳
）
名　

柄

５６

伊
元　

ナ
ス
（　

歳
）
芦　

検

９３

松
井　

輝
雄
（　

歳
）
芦　

検

８１

村
田　

彦
吉
（　

歳
）
虹
の
園

９６

佐
藤　

武
吉
（　

歳
）
部　

連

８０

貞
野　

秀
彦
（　

歳
）
湯　

湾

９２

登
山　

森
彦
（　

歳
）
虹
の
園

１００

倉
元
美
代
子
（　

歳
）
芦　

検

５１

中
島　

克
芳
（　

歳
）
阿　

室

５９

伊
澤　

武
一
（　

歳
）
阿　

室

７８

　
　
　

（
四
月
末
日
現
在
）　

　

次
の
方
々
か
ら
村
社
会
福
祉

協
議
会
へ
、
香
典
返
し
に
か
え

て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
共
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

■
香
典
返
し

石
原
ミ
ス
エ　

湯
湾

　
　
　

亡　

姉　

元
田
ミ
カ
エ

盛　
　

義
治　
　

奄
美
市

　
　
　

亡　

父　

盛
茂
治

　
　
　

亡　

母　

盛
タ
ダ
コ

本
田
美
和
子　

名
柄

　
　
　

亡　

夫　

本
田
長
吉

川
畑
扶
美
子　

芦
検

　
　
　

亡　

母　

伊
元
ナ
ス

森　

チ
エ
コ　

名
柄

　
　
　

亡　

子　

森
数
樹

松
井　

辰
夫　

芦
検

　
　
　

亡　

父　

松
井
輝
雄

麓　
　

和
子　
　

宇
検

　
　
　

亡　

子　

麓
小
百
合

佐
藤　

久
子　

部
連

　
　
　

亡　

夫　

佐
藤
武
吉

貞
野
ヨ
シ
エ　

湯
湾

　
　
　

亡　

夫　

貞
野
秀
彦

玉
利　

勝
弘　

芦
検

　
　
　

亡　

母　

玉
利
イ
サ

■
寄
付
金

松
井　

富
子　

芦
検

　
　
　
　

（
四
月
末
日
現
在
）

吉
久　

キ
ヨ　

鹿
児
島
県　

名
柄

篠
崎　

博
典　

鹿
児
島
県　

湯
湾

篠
崎　

靖
博　

鹿
児
島
県　

湯
湾

篠
崎　

利
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